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雑      感  
（和試 Ｍ・Ｈ） 

 

 ６月の声をきくと、野も山も、鮮やかな緑一色に

塗りつぶされて、自然の生命の旺盛さに圧倒されそ

うだ、と言っては誇張だろうか。朝霧にかすむ遠近

の山々が、思い思いのたたずまいで、墨絵のように

美しいのもこのころである。 

 ふと気がつくと、眼下に横たわる田畑の１枚が、

きのうの夕方はまだだったのに、今朝はチャンと田

植えがすんでいる。今さらのように農民の勤勉さに

感嘆させられる。 

 このごろの地方の農家では「朝草刈り」が欠かせ

ない日課の１つである。未明から、急傾斜地を匍う

ようにしてセッセと草を刈る。夜が明けたころには

既に大きな荷を背負って家路につく。きびしい労働

の質量であるが、さて労働の生産性は？と考えてや

っている人がどの位あるだろうか。百姓の宿命とし

て、黙然として甘受しているとしたら、問題だろう。

畜産が農業近代化を促進するだけの推進力として、

大きな期待がかけられている。にもかかわらず、現

状では、米などにくらべて労働報酬の低さが問題と

されている。勤勉さだけがとりえで昔ながらの非能

率な方策に依存するだけでは、期待に反する。ザッ

ト考えて見ても、牧野改良、放牧方法の改善、牧草

導入、青刈飼料の増産等飼養基盤を拡大強化し、家

畜の導入による経営規模の拡大、飼養管理法式の改

革などを行なって、畜産経営を近代化合理化する必

要に迫られていると思われる。楽をして、しかも能

率を上げる工夫がほしい。 

 先般、朝の農家向け全国放送で、ある大学の畜産

（殊に酪農）の権威として知られる先生のお話の中

に、農家が酪農など畜産を推し進める上に、問題と

なる労力について、産み出す方策として農家が作る

稲の品種を早晩まちまちにして、農繁期の労働のピ

ークをなしくずしにしたらどうか、という意味のこ

とがあった。近代農業は、１つの企業として商品と

して高く評価される農産物の生産に指向しているか

ら、米など、同じ規格のうまいものを量産すること

が必要だろうし、まして、生産過程において、同一

品種をまとめて作ることによって水の問題、病害虫

の防除など農作業の共同化ができ、こうして浮いた

労力を畜産に廻す、とする関連性を考えるのが実際

的ではなかろうか。もっとも畜産を主体とし、米は

従属したものとの考えならば話は別であるけれども、

恐らく多くの農家は米も作り畜産もやり、総合的な

生産性の向上をめざしているだろから、指導者の言

動が一方的に偏っては、農家を迷わすのではないか

と感じたので一言。 

 もう１つ。以前さる大会の特別講演に、畜産の共

同化について、これもある大学の先生の話の中で、

養豚、養鶏、酪農の共同化事例の引用はしばしばあ

ったが、和牛のそれが出てこない。そこで、「何故和

牛経営の共同化事例が少ないか？」を質して見た。

ところが、「和牛の共同化の困難な原因を考えて見る

と、和牛の流通機構の不合理によるものが１つ、他

のもう１つは和牛の収益性が低いため。」とのことだ

った。会場には多くの畜産指導者や有能な農家がい

たので、右の言葉を咀シャクしないで、ウ呑みにさ

れては困ると思った。 

 和牛の流通機構の不合理というか前近代性につい

ては、今日誰しも背ける節が多い。国も法律を造っ

たり改めたり徹底した改善策に余念がない。幾ら栄

養のある料理が出されても、生産者（その組織する

団体を含めて）や実際取引きにあずかる業界が食わ

うとしなければ抜本対策とはなり得ない。特に生産

者の自覚が必要だと痛感される。とにかく、こお点

が畜産振興上の問題点の１つであることに誰しも異

論をさしはしないであろう。 
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 ところで、もう１つの「和牛の収益性が低いから」

という理由については、のっけから絶対的なものと

して評価してかかることに問題がある。取扱いの巧

拙によって起る和牛の生産性の幅について見ると、

他の酪農や養鶏などのように振幅が大きくない。そ

れだけに健実な経営からは、着実に収益が産まれる

はずで、現に県内でも、和牛肥育の多頭飼育に実績

を挙げている事例が実証されている。和牛そのもの

を、本質的に低位生産性の家畜とする向きがまだ跡

を断たないのは嘆かわしいことだが、これは和牛を

飼う農家に対して、和牛の飼い方、取り扱い方に反

省を求める声を率直に受け取って、研さんすべきで

あろう。これを助けて和牛の改良増殖、肉牛の経済

的増産に役立つような仕事をするのがわれわれの

責務だと思っている。（６月中旬） 


